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地方独立行政法人福 岡 市 立 病 院 機 構 

附属資料７-１ 



福岡市立病院機構の概要 
 
 
１．現況（    年  月  日現在） 

 
 
 
 

① 法人名 

 
 
 

② 本部の所在地 

 
 
 

③ 役員の状況 

 
 
 

④ 運営する病院 

 
 
 

⑤ 職員数 

 
 
 
２．基本的な目標等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 全体的な状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
※記載にあたっての留意点 
 
○「全体的な状況」においては，次の３点を
記載する。 

 ・法人の総括と課題 
 ・各病院における取組状況 
 ・大項目ごとの特記事項 



 項目別の状況  
 

第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 
  １ 医療サービス (1) 良質な医療の実践 

中 

期 

目 

標 

市立病院機構は，地域における医療水準の向上を図り，市民の健康の維持及び増進に寄与するため，福岡市における医療施策として求められる高度専門医療，救急医療等を提供すること。 

ア こども病院・感染症センター 

小児医療（高度・地域・救急）のさらなる充実を図るとともに，産科を新設し，周産期医療に取り組むこと。 

第一種・第二種感染症指定医療機関としての役割については，審議会の答申を踏まえ，福岡県へ指定辞退を届け出ているが，代替の医療機関が確保されるまでの間は，その役割を果たすこと。 

イ 福岡市民病院 

高度専門医療を担う地域の中核病院としての機能を維持しつつ，脳卒中センターの充実や循環器系疾患への対応強化などを進め，高度救急医療のさらなる向上を図ること。 
 

自己評価 委員会の評価 

中期計画 年度計画 評価の判断理由（実施状況等） ウエ

イト
評

価

ウエ

イト

評

価

評価の判断理由・ 

評価のコメントなど 

こども病院・感染症センター及び福岡市民病院が，

それぞれに求められる役割に応じて医療需要の変化

や新たな医療課題に適切に対応するため，次のとおり

診療機能の充実に取り組む。 

ア こども病院・感染症センター 

二次救急病院としての受入れ体制の整備・確保

や夜間の小児救急電話相談事業の継続等，小児医

療（高度・地域・救急）のさらなる充実を図ると

ともに，産科を新設し周産期医療に着手する。 

第一種・第二種感染症指定医療機関としての役

割については，代替の医療機関が確保されるまで

の間は，国（検疫所等），県及び市と連携し，そ

の役割を果たす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども病院・感染症センター及び福岡市民病院が，

それぞれに求められる役割に応じて医療需要の変化

や新たな医療課題に適切に対応するため，次のとおり

診療機能の充実に取り組む。 

ア こども病院・感染症センター 

放射線技師の増員により宿直対応を実施するな

ど二次救急指定病院としての受入れ体制の整備を

図り，また夜間の小児救急電話相談事業の継続

等，小児医療（高度・地域・救急）のさらなる充

実を図る。 

また，産科については，診察室・病室等の整

備，医療機器の購入等を実施し，平成２２年度の

早い時期に開設する。 

第一種・第二種感染症指定医療機関としての役

割については，代替の医療機関が確保されるまで

の間は，国（検疫所等），県及び市と連携し，そ

の役割を継続して果たす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
○ □  

  

左記の年度計画の
事項について，実
施状況を記載す
る。 

市立病院としての役
割や年度計画の中で
の重要度合いを考慮
して，ウエイトを設定
する。 

１

か

ら

５

の

五

段

階

評

価

を

記

載

す

る

※実施状況は病院ごとに記入する
ことになるが，評価は法人全体で一
つの評価となる。 
 なお，法人において，小項目が細
分化された場合は，この限りではな
い。 

評価委員会で記載する。 

※小項目を細分化した場合は，その内容がわかるように括弧書きで追記する。（病院名など）



 

 

イ 福岡市民病院 

医療法で定められた医療計画における４疾病

（がん，脳卒中，急性心筋梗塞及び糖尿病）への

対応を中心に高度専門医療の充実に努めるととも

に，地域特性等により患者の多い肝臓，腎臓，脊

椎等の疾患にも適切に対応する。また，脳卒中セ

ンターの機能強化や循環器系疾患への対応強化な

どを進め，高度救急医療のさらなる向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 福岡市民病院 

医療法で定められた医療計画における４疾病

（がん，脳卒中，急性心筋梗塞及び糖尿病）への

対応を中心に高度専門医療の充実に努めるととも

に，地域特性等により患者の多い肝臓，腎臓，脊

椎等の疾患にも適切に対応する。また，脳卒中セ

ンターの機能強化や循環器系疾患への対応強化な

どを進め，高度救急医療のさらなる向上を図る。

平成２２年度は，脳卒中センターの機能強化を

図るため，SCU（脳卒中ケアユニット）を開設す

る。 



第５ 予算（人件費の見積りを含む。），収支計画及び資金計画 

 ※財務諸表及び決算報告書を参照 

 

第６ 短期借入金の限度額 

中期計画 年度計画 実  績 

   

 

第７ 重要な財産を譲渡し，又は担保に供する計画 

中期計画 年度計画 実  績 

   

 

第８ 剰余金の使途 

中期計画 年度計画 実  績 

   

 

第９ 地方独立行政法人福岡市立病院機構の業務運営等に関する規則で定める業務運営に関する事項 

中期計画 年度計画 実  績 

   

 

年度計画の内
容を記載する。

中期計画の内
容を記載する。

当該年度の実績を記載し，実
績がない場合は「該当なし」
と記載する。 


